
株主の皆さまへ

株主の皆さまにおかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　「株主通信2009年秋号」を通して、コニカミノルタグループの2010年3月期第2四半期連結累計期間（2009年4月1日から同年

9月30日まで）の概要をご報告します。

　当第2四半期連結累計期間における当社グループの業績は、2008年後半以降の世界経済の後退に伴う需要の急減速の影響およ

び円高による為替換算の影響もあり、売上高は前年同期比1,396億円減収の3,933億円、営業利益は同395億円減益の91億円、

四半期純利益は同257億円減益の35億円と、厳しい結果となりました。

　しかしながら、四半期別の状況を見ますと、各事業における収益力は着実に上向いています。情報機器事業では、新旧製品切り

替えを促進するプロモーション施策が奏功し、カラーMFP（デジタル複合機）新製品の導入が各市場で円滑に進んだことで販売数

量が伸長しました。オプト事業でもTACフィルム（液晶偏光板用保護フィルム）を中心に市況の回復を受けて販売は堅調に推移しま

した。この結果、グループ全体の第2四半期（2009年7月から9月）の売上高は第1四半期（2009年4月から6月）に比べて144億

円の増収、営業利益は103億円、四半期純利益は29億円、それぞれ増益になりました。この収益回復の基調を下半期も持続させて

いく所存です。

　一方、『経営方針<09 -10>』で定めました固定費削減やフリー・キャッシュ・フロー確保など企業体質改革の施策についても、計画

に沿って着実に進捗しています。フリー・キャッシュ・フローは在庫削減の徹底を図ったことなどにより第2四半期累計で320億円とな

り、通期では400億円を超えるものと見込んでいます。

　下半期も、当社グループの関連市場における最終需要の動向、価格変動および為替動向など、事業環境の先行きは不透明な状況

が続くものと予想されます。このような状況の中で、グループ一丸となって、『経営方針<09 -10>』に定めた企業体質改革に全力で

取り組んでいきます。

　なお、株主の皆さまへの配当につきましては、当初の予定通り年間配当金として1株当たり15円を予定しています。

　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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29％

●地域別売上構成比

●コア技術●主な事業と主要製品

コニカミノルタ プロフィール

コニカミノルタグループは、持株会社であるコニカミノルタホールディングス株式会社のもと、事業ごとに分社した事業会社と共通
機能会社によって構成される企業グループです。イメージング領域における４分野のコア技術の融合により、世界各国のお客さまに
新鮮な驚きと感動を、さまざまな製品やサービスを通して提供しています。

●連結売上高  9,478億円（2008年度）

●事業拠点  世界３６ヵ国

●グループ従業員数 36,008人（2009年9月）

連結業績および成長分野への戦略投資の推進などを総合的に勘案しつつ、株主の皆さまへ継続的に利益還元することを基本としています。
具体的な配当の指標としては、連結配当性向25％以上を中長期的な目標としています。

◆機能性有機材料合成技術
◆機能性有機材料設計技術
◆機能性微粒子形成技術
◆製膜コーティング技術

材料分野

微細加工分野

光学分野

画像分野

◆光学設計技術
◆光計測技術

◆成型技術
◆表面加工技術

◆画像処理技術
◆プロセス技術
◆搬送技術
◆精密駆動技術

情報機器事業

メディカル&
グラフィック事業

オプト事業

その他
◆産業用インクジェットヘッド
◆テキスタイルプリントシステム
◆プラネタリウム

計測機器事業

◆TACフィルム
　（液晶偏光板用保護フィルム）
◆光ディスク用ピックアップレンズ
◆ガラス製ハードディスク基板
◆マイクロカメラモジュール

◆MFP（デジタル複合機）
◆レーザープリンター

◆乳房X線撮影装置
◆デジタルX線画像読取装置
◆画像診断ワークステーション
◆デジタル色校正システム
◆オンデマンド印刷システム

◆分光測色計／色彩色差計
◆分光放射輝度計
◆非接触３次元デジタイザ
◆パルスオキシメータ

企業理念

経営ビジョン

企業メッセージ

イメージングの領域で感動創造を与えつづける革新的な企業
高度な技術と信頼で市場をリードするグローバル企業

新しい価値の創造

配当方針
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